
野間

町の人　口
（44年7月未現在）

人　口　27．5、57
男　13，472
女　14，085
世帯数　7，446
前月との比較
人口＋16　世辞＋8

8月25日（1969）
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毎月1回各家庭に配布

締集人　広報編集委員会（総務課）　印刷所　冷牟田印刷合資会社　電話（代表）⑳0536

箪たま禁忌禁禁‡さい
「たばこ」1本の税金は57銭で1箱（20本入

り）ですと、11円40銭が町の収入になります

発行所　福岡県遠賀郡水巻町役場　発行人　西尾

収入状況

地
方
交
付
税
の
増
姐
と

鉱
産
税
の
激
減
が
目
塔
つ

現
在
の
町
財
政
の
動
向
を
み
な
さ
ん
に
お
知

ら
せ
す
る
、
財
政
事
情
の
公
表
が
5
月
3
1
日
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
方
自
治
法
と
町

条
例
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
も
の
寄
痛
和
仏

年
ｌ
0
月
か
ら
4
4
年
3
月
ま
で
の
竪
（
、
支
軸
の
ｌ

概
況
、
住
民
の
負
担
の
状
況
な
ど
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
月
は
、
・
＋
般
会
計
に
つ
い
ノ

て
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
く
わ
し
い

組
的
∵
不
審
な
点
わ
謝
明
を
お
求
め
の
方
は
澱
し

場
財
政
課
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

昭
和
4
3
年
度
町
税
な
ど
の
3
月
未
に

お
け
る
収
入
率
は
、
別
表
2
の
と
お
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
4
4
年
3
月
未
収

入
済
額
を
あ
ら
わ
し
ま
す
）

日
炭
の
企
業
締
少
と
い
う
特
殊
事
情

の
な
か
で
、
納
税
率
は
艮
く
、
町
民
み

な
さ
ん
の
霧
感
と
艮
蝕
に
感
樹
し
て

お
り
ま
す
。

収
入
状
況
の
概
要
は
つ
ぎ
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ｌ
、
町
税

①
町
民
税
給
与
か
ら
直
接
控
除
さ

れ
る
給
与
所
得
者
の
時
別
徴
収
分
は
9
2

％
納
税
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

に
入
っ
て
く
る
税
で
す
。

の
び
率
は
鈍
く
、
町
財
政
に
少
な
か

ら
ぬ
影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。

⑤
電
気
ガ
ス
税
　
3
月
末
ま
で
に

6
百
1
9
万
円
全
額
収
入
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
⑥
鉱
産
税
　
目
庚
の
若
桧
区
移
行
に

よ
っ
て
作
業
所
の
締
少
と
な
り
、
3
百

7
4
万
千
円
粗
収
入
さ
れ
て
お
り
ま
す
が

昭
和
4
0
年
に
比
べ
、
千
5
百
9
5
万
7
千

円
の
減
に
な
っ
て
お
り
、
た
ば
こ
消
費

税
の
、
の
び
悩
み
と
合
わ
せ
て
町
財
政

窮
迫
の
要
因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

⑦
滞
納
繰
越
分
　
昭
和
4
3
年
度
以

の
他
の
普
通
徴
収
分
は
8
2
％
納
税
さ
れ
前
の
滞
納
税
の
収
入
率
は
誉
2
％
と

て
い
ま
す
。

⑧
固
定
資
産
税
　
3
月
末
現
在
で

9
6
％
納
税
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

③
軽
自
動
車
税
　
カ
ー
ブ
ー
ム
に

の
り
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
が

所
有
者
の
変
動
、
買
い
替
え
が
多
く
、

そ
の
届
け
出
が
な
い
た
め
納
税
の
と
き

の
紛
糾
が
た
え
ず
、
収
入
率
も
他
の
税

目
に
比
べ
さ
が
っ
て
い
ま
す
。

所
有
者
の
変
更
や
廃
車
し
た
と
き
は

か
な
ら
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

④
た
ば
こ
消
費
税
　
水
巻
町
内
で

売
れ
た
「
た
ば
こ
」
の
本
数
に
よ
り
町

な
っ
て
お
り
ま
す
。
滞
納
金
額
の
う

ち
、
3
9
年
の
閉
山
関
連
に
よ
る
滞
納
が

主
力
を
な
し
て
お
り
ま
す
。

納
税
は
町
民
と
し
て
の
義
務
で
あ

り
、
こ
れ
ら
滞
納
分
の
徴
収
に
は
町
と

し
て
も
全
力
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
の
で

滞
納
者
の
協
力
を
強
く
望
み
ま
す
。

二
、
自
動
車
取
得
税
交
付
金

4
3
年
度
よ
り
新
ら
し
く
設
け
ら
れ
た

も
の
で
、
自
動
車
を
購
入
し
た
人
が
納

め
る
税
で
あ
り
ま
す
。

三
、
地
方
交
付
税

町
が
通
常
行
政
を
行
な
う
た
め
に
、

国
が
一
定
の
方
法
に
よ
っ
て
基
準
財
政

需
要
額
を
算
定
し
、
町
税
な
ど
の
収
入

額
だ
け
で
は
足
ら
な
い
額
を
国
が
交
付

す
る
も
の
で
す
。

1
2
月
ま
で
に
1
億
9
千
9
百
6
5
万
7

千
円
、
3
月
ま
で
に
6
7
万
9
千
円
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
年
の
災
害

や
特
別
の
事
情
に
よ
り
、
特
に
財
政
事

情
が
増
加
し
た
場
合
に
交
付
さ
れ
る
特

別
交
付
税
が
、
3
月
に
2
千
7
百
9
0
万

千
円
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
年
々
増
加
す

る
地
方
交
付
税
は
、
本
町
の
財
政
が
ま

す
ま
す
国
に
依
存
度
を
強
め
て
い
る
こ

と
を
し
め
し
て
い
ま
す
。

四
、
交
通
安
全
対
策
特
別
交

付
金

年
々
増
加
す
る
交
通
事
故
対
策
の
た

め
に
特
別
交
付
さ
れ
渇
も
の
で
す
。

五
、
分
担
金
及
び
負
担
金

町
で
行
な
う
特
定
の
事
業
の
経
費
に

あ
て
る
た
め
、
そ
の
事
業
に
よ
り
特
別

な
利
益
を
う
け
る
数
人
若
し
く
は
町
の

一
部
の
者
か
ら
徴
収
す
る
も
の
で
す
。

六
、
使
用
料
及
び
手
数
料

使
用
料
・
手
数
料
の
種
輿
収
入
額

の
主
な
も
の
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

・
町
住
使
用
料
　
8
百
1
万
円

・
戸
籍
等
窓
口
手
数
料
　
百
6
4
万
6
千

円
・
予
防
接
種
衛
生
手
数
料
　
2
百
2
9
万

円
七
、
国
庫
支
出
金

国
庫
支
出
金
で
3
月
ま
で
に
収
入
さ

れ
た
主
な
も
の
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
。
こ
の
他
に
出
納
閉
鎖
期
間
ま
で
に

4
千
7
百
6
7
万
千
円
収
入
の
見
込
み
で

あ
り
ま
す
。

・
国
庫
負
担
金
　
4
百
7
3
万
7
千
円

・
学
習
等
供
用
施
設
工
事
費
他
補
助
金

千
百
8
5
万
3
千
円

・
失
業
対
策
事
業
費
補
助
金

3
日
7
7
万
7
千
円

・
緊
急
対
策
事
業
費
補
助
金

8
百
4
3
万
7
千
円

・
頃
末
小
学
校
騒
音
防
止
対
策
工
事
費

他
補
助
金
　
4
千
9
百
9
6
万
9
千
円

・
改
艮
住
宅
趣
没
頭
他
補
助
金

2
干
7
百
4
3
万
7
千
円

・
国
庫
委
託
金
　
　
　
7
1
万
4
千
円

八
、
県
支
出
金

3
月
未
ま
で
に
6
百
7
9
万
9
千
円
の

収
入
で
す
が
、
出
納
閉
鎖
期
間
ま
で
に

は
、
3
百
8
6
万
9
千
円
の
収
入
を
見
込

ん
で
お
り
ま
す
。

・
県
税
徴
収
事
務
負
担
金
百
3
3
万
千
円

・
畜
犬
登
録
事
務
負
担
金
7
万
3
千
円

・
そ
の
他
の
事
務
負
担
金
7
4
万
9
千
円

・
結
核
予
防
等
衛
生
補
助
金
．
3
6
万
7
千
円

・
そ
の
他
　
　
4
首
2
7
万
9
千
円

九
、
財
産
収
入

財
産
収
入
は
、
町
有
地
の
売
払
代

金
、
頃
末
小
学
校
発
生
材
売
払
代
金
が

主
な
も
の
で
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

・
頃
末
小
学
校
発
生
材
　
7
0
万
円

・
古
賀
県
営
住
宅
敷
地
売
却百
2
4
万
千
円

十
、
諸
収
入

・
預
金
利
子
　
　
　
百
8
7
万
4
千
円

・
南
中
学
校
鉱
害
復
旧
事
業
収
入

3
百
9
6
万
9
千
円

・
特
別
鉱
害
排
水
ポ
ン
プ
管
理
収
入

百
2
6
万
円

・
吉
田
改
艮
住
宅
管
理
費
他

3
千
6
百
6
6
万
6
千
円

・
鉱
害
復
旧
事
業
収
入
他
4
百
5
7
万
8
千
円

こ
の
他
に
出
納
閉
鎖
時
ま
で
に
、
4

百
2
6
万
千
円
収
入
さ
れ
ま
す
。

十
ｌ
、
町
償

4
3
年
度
に
借
入
れ
た
町
債
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。

・
炭
碑
離
職
者
緊
急
就
労
対
事
業
債

百
5
0
万
円

・
改
艮
住
宅
建
設
革
業
債千
7
百
ュ
0
万
円

・
頃
末
小
学
校
騒
音
防
止
対
事
業
債

千
7
百
6
0
万
円

・
学
習
等
供
用
施
設
革
業
債
千
6
百
5
0
万
円

町民税1人当り　1193円

たばこからの税金　916円

町
税
や
町
債
な
ど
の
住
民
の
負
担
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
…
…
別
表

1
を
見
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
を
見
る
と
赤
ん
坊
か
ら
お
と
し

支
出
状
況

公
共
事
業
費
の
支
出
ふ
え
る

頃
末
小
学
校
騒
音
防
止
建
設
事
業

や
吉
田
改
良
住
宅
建
設
費
な
ど

支
出
の
状
況
は
別
表
3
の
と
お
り
で

よ
り
ま
で
、
住
民
1
人
当
り
の
町
民
税
す
。
こ
れ
を
性
質
別
に
み
て
お
も
な
も

は
千
百
9
3
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　
の
を
あ
げ
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
り
ま

と
こ
ろ
で
ハ
み
な
さ
ん
が
煙
に
さ
れ
す
。

て
い
る
た
ば
こ
か
ら
の
税
金
も
9
百
1
6
　
4
3
年
1
0
月
か
ら
初
年
3
月
ま
で
の
収

円
、
「
た
ば
こ
消
蟄
税
」
が
町
財
政
に
入
支
出
の
関
係
は
、
収
入
3
億
千
3
百

与
え
る
影
響
の
大
き
さ
が
わ
か
り
ま
万
円
、
支
出
3
億
7
千
3
百
万
円
と
な

す
。た
ば
こ
は
、
ぜ
ひ
町
内
で
買
っ
て
い

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

国
か
ら
町
が
借
り
て
い
る
町
債
の
総

で
す
。
住
民

り
6
千
百
1
6
円
、
1
世
帯
当
り

万
5
千
7
百
6
0
円
の
借
金
と
な
っ
て

っ
て
お
り
、
こ
の
収
入
の
は
か
に
3
月

末
現
在
、
一
時
借
入
金
6
千
万
円
が
あ

り
ま
す
。
（
支
出
は
4
3
年
度
、
支
払
済

額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
）

一
、
人
件
費
　
1
億
7
千
5
日
6
0
万

9
千
円

親
貝
、
各
種
委
員
、
医
師
、
町
長
、

二
、
物
件
費
　
6
エ
土
百
4
4
万
6
千
円

①
賃
金
　
　
　
3
百
2
7
万
2
千
円

⑧
旅
費
　
　
　
8
百
1
5
万
2
千
円

⑨
交
陳
黄
　
　
　
5
百
8
4
万
円

④
需
用
費
　
2
千
百
6
9
万
6
千
円

⑨
役
務
費
　
　
5
百
8
6
万
5
千
円

⑪
備
品
購
入
費
　
　
8
百
8
1
万
円

①
そ
の
他
　
　
8
百
8
1
万
千
円

三
、
維
持
補
修
費
千
7
百
1
3
万
9
千
円

①
庁
舎
維
持
補
修
費
　
5
3
万
4
千
円

⑧
道
路
維
持
補
修
費5
百
3
4
万
9
千
円

⑨
橋
り
よ
う
維
持
補
修
費

ノ
＼
三
≡
－
，
～
・
三
≡
－
．
～
－
・
…
≡
・
～
三
≡
7
～
・
一
ｌ
≡
－
・
、
′
1
．
≡
≡
・
、
′
1
・
三
．
亨
～
三
三
1
－
～
・
．
．
≡
．
－
・
、
′

入
江
議
長

全
国
石
炭
鉱
業
関
係
町
村

議
会
議
長
会
会
長
に
就
任

町
議
会
議
長
入
江
誠
氏
が
、
全
国
石

炭
鉱
業
関
係
町
村
議
会
議
長
会
の
第
1
6

期
目
の
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

こ
の
会
に
は
、
産
炭
地
と
し
て
同
じ

悩
み
を
も
つ
全
国
6
8
町
村
が
加
入
し
て

お
り
ま
す
。

目
的
は
、
石
炭
安
定
政
策
、
産
炭
地

域
振
興
対
策
、
鉱
害
処
理
対
策
な
ど
を

昭和43年度町税等住民負担状況表

に
強
く
要
望
し
、
ま
た
、

増
進
、
よ
り
一
層
の
町
村

（別表1）

区　　 分 金　　 額
住 民 一 人

当 り の 街

一 世 帯

当 り の 街

椚 税 義
務 者 数

納 税 者 一 人

当　 り の

町 税 合 計

円 円 円 人 円

1 1 5 ，2 2 9 ，4 8 ＿　 4．、＿1 0 3 1 7 ，2 8 3

個 人 町 民 税 3 3 ，5 0 6 ，－8 4 工

▼、．一一叫一一ヽＡ、

’、 ！ ｌＪ 9 3 5 ，0 2 6 9 ，7 0 1 3 誼 5 4

ｆ

法 人 町 民 税 －　 7 ，4 9 6 ，1 4 5 9 2 8 己 4 8 0

固 定 資 産 税 3 0 ，3 7 7 ，6 0 7
句

2 ，8 1 4 1 ｄ，7 9 5

国 有 財 産 等

交 付 金 納 付 金 3 ，4 2 8 ，0 5 0 ｉ「‾
や － －　 3 1 ，1 4 2 ，6 8 3

軽 自 動 車 税 4 ，4 8 6 ，4 0 0

1．一

3 ‘8 5 9

3 ，7 3 5 1 ，2 0 葺

タ パ フ 消 費 税 2 5 ，7 3 1 ，6 4 0 9 1 6

電 気 ガ ス 税 　 6 ，1 9 0 ，2 6 5

鉱　 産　 税 4 ，0 1 2 ，5 4 1 1 4 ，0 1 2 ，5 4 1

6 ．1 1 6 2 5 ，7 6 0町　　　　 償 1 7 ，4 6 6 ．0 0 0

（44年3月未現在　人口28，081人　世帯数6，667世帯）ノ

（別表3）
昭和43年度

一般会計支出状況表
（単位千円）ウ

目的 別 区分 予 算 現 敬
3　月　 禾
支 出 済 独

今

篭

職
員

1 議　 会 ‘ 費
ヽ
2 6，3 33 2 6 ，0 9

2 総　 務　 費 1 0 7，6 4 9 9 3，92 8

3 民 ｉ生　 費 7 5，8 3 3 6 0，1 4 7

4 衛　 生　 費 3 3，8 7 6 3宴Ｊ 型 な

2 9 ，6 8 2 2 6，1 4 15 労　 働　 費
の
報
酬
ヽ
給
料

＼な
宅

3 4
万
2
千
円

6 農 林 水 産業 費 8 ，7 9 5 8，2 1 3

7 商　 工　 費 3 ，9 7 3 3，4 2 9

8 土 ．木 ． 費 10 2 ，8 2 9 7 9 ，5 6

9 消　 防　 費 16 ，1 5 9 14 ，6 9

10教　 育　 費 1 70 ，7 7 7 13 3 ，0 4 3

11災 害 復 旧 費 2 2 ，8 7 1 18 ，5 0

12公　 債　 費 18 ，3 5 0 1 8，2 3 7

13諸 支　 出　 金 2 7，46 5 2 7，4 6

14予 ‘備　 費 6 0 0 0

計 6 4 5，19 2 5 4 1，6 6 0

（別表2）　昭和43年度

一般会計収入状況表（
区　　　 分

3 ‾‾未
予算額

収入済
合　 計

1 町　　　　　　 税 101 ，684 103，598

（1）町　 ′　民　　 税 34 ，998 34，593

（2）固 定 資 産 税 28 ，958 30 ，525 ．

1 3）軽 ．自 動 車 税 2 ，235 2，817

（4）た ば こ消 費 税 26 ，008 25 ，732

（5）電 気 ガ ス 税 5 ，960 6 ，199

（6）鉱　　 産　　 税 3 ，525 3 ，741

2 暴 動 腎 得 慧
6 ，289 6 ，684

3 地 方 交 付 税 228，23 7 228 ，237

4 高 温 欝 霊
98 6 98

5 分担金及負担金 13，414 7，244

6 使用料及 手数料 13，318 13．839

7 国 庫 支 出 金 156，115 106，924

8 県 ・支　 出　 金 10，459 6，523

9 財　 産　 収　 入 2，199 3，835

1 010寄　　 附　　 金

11繰　　 越　　 金 5 ，114 5，114

12諸　　 収　　 入 54 ，676 47，74

13町　　　　　 債 52 ，700 0

ｒ　　　 計 645 ，192 529，730

①
河
川
し
ゅ
ん
せ
つ
補
修
費
．

4
百
8
6
万
円

⑤
町
住
補
修
費
　
2
百
8
2
万
6
千
円

⑧
小
・
中
学
校
維
持
補
修
費

2
百
7
3
万
5
千
円

⑦
そ
の
他
　
　
　
4
9
万
3
千
円

四
、
扶
助
費
千
2
百
2
万
6
千
円

生
活
困
窮
者
、
遠
矢
対
労
務
者
年

末
見
舞
金
、
準
要
保
護
児
意
教
育
補
助

金
な
ど

五
、
補
助
費
等
′
　
4
千
2
百
1
0
万
千
円

①
城
川
水
利
組
合
費
　
　
8
5
万
円

⑧
岡
垣
町
ほ
か
3
ケ
町
伝
染
病
院
組

合
分
担
金
　
　
3
百
1
9
万
千
円

⑧
そ
の
他
　
　
3
千
8
百
6
万
円

六
、
公
債
費
音
百
7
万
7
千
円

長
期
借
入
金
の
償
還
元
金
、
利
子
及

び
一
時
借
入
金
利
子
。

、
七
、
建
設
事
業
費

①
町
道
工
事
費
　
百
5
0
万
6
千
円

⑧
み
ず
ほ
団
地
取
付
道
路
新
殴
工
事

費
他
　
　
　
千
百
6
3
万
5
千
円

⑧
吉
田
改
良
住
宅
用
地
買
収
費
他

千
6
百
5
1
万
6
千
円

①
頃
未
小
学
校
騒
音
防
止
対
策
工
事

費
　
　
9
千
4
百
3
6
万
8
千
円

⑨
学
習
等
供
用
施
設
工
事
費

3
千
9
百
3
0
万
千
円

八
、
災
害
復
旧
工
尊
貴

2
手
2
百
5
3
万
9
千
円

①
書
田
川
鉱
害
復
旧
工
事
費

4
百
1
5
万
4
千
円

⑧
赤
水
川
鉱
害
復
旧
工
事
費

5
百
2
万
6
千
円

⑨
頃
未
・
車
返
線
道
路
陥
落
復
旧
工

事
費
　
　
　
百
1
4
万
2
千
円

④
そ
の
他
ｌ
千
2
眉
凱
万
7
千
円

九
、
失
業
対
策
事
業
費

2
千
8
百
4
1
万
5
千
円

①
労
務
者
年
末
手
当
百
7
0
万
2
千
円

③
頃
末
・
中
卒
田
線
路
盤
改
艮
工
事

費

　

　

　

3

′

百

3

2

万

2

千

円

⑧
猪
熊
入
柳
線
改
艮
工
事
費
3
2
万
4
千
円

④
そ
の
他
2
干
3
百
6
万
7
千
円

二遠望撃墜ヱ曇感Ｌ－．．、－．
ヽｌ・

ノ　才。
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昭和44年8月25日　　　　　　　　　広

回
町
内
少
年
野
球
大
会
　
、
㌦

梅
ノ
木
区
（
中
）
は
2
回
．
日

頃
末
地
区
（
小
）
は
初

優
勝

第
5
回
水
巻
町
少
年
野
球
大
会
が
、

8
月
4
日
か
ら
8
月
ュ
0
日
ま
で
の
1
週

間
、
水
巻
申
グ
ラ
ン
ド
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
。こ
れ
は
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
夏
季
に

お
け
る
少
年
の
心
身
練
磨
と
体
力
の
向

上
を
は
か
り
、
あ
わ
せ
て
青
少
年
の
健

全
育
成
を
日
ざ
し
て
行
な
わ
れ
る
も
の

で
す
。小
さ
な
名
選
手
連
は
、
炎
天
の
下
で

日
ご
ろ
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
空
地
で
き
た

え
た
腕
前
を
発
揮
、
け
ん
命
に
打
ち
、

走
り
、
守
っ
た
。
テ
レ
ビ
で
覚
え
た
の

か
審
判
に
対
す
る
抗
議
も
な
れ
た
も
の

で
見
物
人
の
笑
い
を
さ
そ
う
場
も
し
ば

し
ば
あ
り
ま
し
た
。

試
合
は
熟
狂
す
る
父
兄
の
声
え
ん
の

中
で
、
頃
未
地
区
（
小
学
枚
の
部
）
・

梅
ノ
木
区
〔
（
中
学
校
の
部
）
2
回

日
〕
　
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
、

小
さ
な
手
に
其
新
ら
し
い
優
勝
旗
を

し
っ
か
り
と
に
ぎ
り
し
め
て
お
り
ま
し

た
。

第5回水巻町少年野球大会組合せ

吉
田
改
良
住
宅
3
4
戸
完
成

8
月
末
ま
で
に
入
居
完
了
予
定

一
硬
の
吉
田
地
区
に
建
設
中
で
し

た
、
宮
田
改
良
住
宅
昭
和
4
3
年
度
分
3
4

戸
が
8
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

建
物
は
ク
リ
・
ｊ
ム
色
の
簡
易
耐
火
構

造
の
2
階
建
て
の
モ
ダ
ン
な
建
物
で
6

棟
建
ち
ま
し
た
。
完
成
し
た
建
物
の
隣

り
で
は
、
昭
和
4
4
年
度
分
2
百
室
戸
が

建
設
を
急
い
で
お
り
、
昭
和
4
5
年
1
月

末
に
は
建
ち
あ
が
る
予
定
で
す
。
さ
ら

に
4
5
年
、
4
6
年
と
年
度
を
お
っ
て
建
設

さ
れ
最
終
的
に
は
千
2
百
7
0
戸
建
設
さ

れ
る
予
定
で
す
。

二
戸
の
延
面
積
は
4
0
・
6
6
平
方
メ
ー

ト
ル
で
す
。

第
一
陣
の
入
居
者
は
8
月
2
0
日
頃
か

ら
入
居
し
始
め
、
8
月
未
ま
で
に
は
完

了
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

農
業
要
具
会

新
農
業
委
員
決
ま
る

会
長
に
入
江
種
美
氏

7
月
⊥
5
日
執
行
の
水
巻
町
農
業
委
員

会
葺
の
一
般
遠
挙
は
、
無
投
票
で
つ

ぎ
の
ュ
1
氏
が
当
適
し
ま
し
た
。
こ
の
選

挙
に
よ
る
委
員
の
外
に
学
識
経
験
者
と

永
沼
一
朋
　
伊
佐
座
　
ク

山
崎
　
勇
　
二
　
ク

福
田
金
雄
　
ク
　
ク

入
江
穂
美
　
下
　
二
　
ク

し
て
議
会
推
薦
の
委
員
5
人
、
農
業
藤
崎
富
奉
書
堕
ニ
ク

協
同
組
合
推
薦
の
委
員
1
人
も
選
任
さ

れ
、
会
長
は
入
江
種
美
氏
に
決
ま
り
ま

し
た
。委
員
の
任
期
は
3
年
間
で
蚕
只
金
の

行
な
う
仕
事
は
、
農
地
の
利
用
関
係
の

調
整
、
交
換
の
あ
っ
せ
ん
、
廃
業
振

興
計
画
の
樹
立
、
農
業
技
術
の
改
良
、

農
業
経
営
の
合
理
化
な
ど
、
水
巻
町
農

業
、
農
民
に
関
す
る
す
べ
て
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

新
農
業
委
員
名
（
敬
称
略
）

氏
名
　
住
所
　
職
業
年
令

木
原
秋
雄
　
頃
　
末
　
ク

小
田
大
書
　
机
　
ク

峯
浦
定
彦
　
古
　
賀
　
ク

高
松
万
寿
男
　
猪
熊
　
ク

原
田
弘
道
　
ク
　
ク

・
議
会
推
薦
に
よ
る
適
任
委
員

副
田
寿
一
書
田
二
　
農
業

江
藤
一
正
　
頃
　
末
　
無
職

森
安
一
朋
　
二
　
農
業

吉
田
　
喬
　
下
ニ
ク

井
地
直
江
　
古
　
賀
　
ク

964666654426930556

38▲
一
50

0
553564層

前新前　前前前新元前前元新前

団
地
名
〔
仮
称
〕

よ
い
名
前
を

町
で
は
吉
田
改
良
住
宅
が
建
設
さ

れ
、
今
後
さ
ら
に
住
宅
が
建
設
さ
れ
ま

す
の
で
、
こ
れ
を
機
会
に
吉
田
住
宅
団

地
と
称
し
て
い
た
の
を
や
め
、
こ
の
団

地
に
ふ
さ
わ
し
い
名
前
を
町
民
の
み
な

崖 哀

団
地
に

．県道 牒
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さ
ま
に
考
え
て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
、

こ
の
団
地
の
名
称
を
公
募
し
ま
す
。
艮

い
名
前
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ハ
ガ
キ
で

役
場
総
務
課
広
報
係
ま
で
ど
連
絡
く
だ

さ
い
。

り
、
み
ず
ほ
団
地
内
に
あ
る
店
舗
付
一

⑧
店
舗
営
業
業
種

別
途
入
居
希
望
者

が
鳴
り
出
し
、

止
め
る
と
き
は
プ
ラ
グ

般
分
譲
住
宅
の
購
入
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

①
建
投
地
　
遠
賀
郡
水
巻
町
大
字
伊
佐

座

と
協
議

⑨
敷
地
両
棲
　
百
2
4
・
3
2
が

延
両
横
　
7
7
・
5
2
が
（
店
舗
両
棲

2

6

・

6

1

が

）

秋
の
予
防
注
射
の
お
知
ら
せ

町
で
は
昭
和
1
4
4
年
度
秋
季
予
防
注
射
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
そ
の
つ

の
実
施
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
決
め
て
お
り
ど
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

1
、
百
日
せ
き
、
ジ
フ
テ
什
ソ
ヤ
、

会
　
　
場

口

公

民

館

一
町
住
公
民
館

民
　
会
　
館

5
．
種
痘
（
小
学
校
6
年
生
の
み
）

・
農
業
協
同
組
合
推
薦
に
よ
る
適
任
委

員

入
江
満
雄
　
立
屋
敷
　
農
業
　
6
8
　
元
美
浦
晴
比
古
　
古
賀
　
農
業
　
5
7
　
前
口
公
民
館
す
月
9
日
一

ｌ
ｌ
ｌ
障
酸
ｌ
名
－

猪
熊
小
学
校

下
二
小
学
校

頃
宋
小
学
校

机
　
小
学
校

一
、
三
種
混
合
該
当
児

①
初
回
免
え
き
　
昭
和
4
4
年
1
月
1

日
か
ら
5
月
3
1
日
ま
で
に
生
れ
た
赤

ち
ゃ
ん
。
生
後
満
3
ケ
月
以
上
で
初

め
て
の
乳
幼
は
3
回
。

㊥
追
加
免
え
き
　
初
回
免
え
き
注
射

3
回
終
了
後
1
年
か
ら
1
年
半
の
間

に
1
回
受
け
る
。

二
、
種
と
う
該
当
児

①
　
4
4
年
2
月
1
日
か
ら
6
月
3
0
日

ま
で
に
生
れ
た
赤
ち
ゃ
ん

㊥
　
来
春
新
入
学
す
る
児
童

の
　
①
㊥
の
該
当
外
で
も
生
後
1
回

も
受
け
て
な
い
乳
幼
児

三
、
料
金
　
無
料

㊥
団
地
環
境
団
地
戸
数
3
百
戸
（
予
①
譲
渡
予
定
価
格
3
百
鶴
万
3
千
円

定
）
、
勝
接
地
に
町
常
住
　
　
　
　
　
　
～
3
百
3
3
万
円

宅
、
商
店
街
、
な
ど
も
あ
⑧
公
庫
融
資
金
（
見
込
額
）
百
2
0
万
円

り
、
北
九
州
の
ベ
ッ
ト
タ
㊥
問
い
合
せ
先
　
そ
の
他
詳
し
い
こ
と

ウ
ン
と
し
て
将
来
性
の
あ
を
知
り
た
い
方
は
直
接
役
場
産
業
課
ま

る
団
地
で
す
。
　
　
　
で
連
絡
く
だ
さ
い
。
⑳
0
6
3
1

⑧
水
道
　
町
営
水
道
有

を
押
し
込
む
だ
け
の
簡
単
な
操
作
で
夜

間
は
百
メ
ー
ト
ル
四
方
ま
で
高
音
が
聞

え
ま
す
。
痴
漢
や
ひ
っ
た
く
り
を
退
散
さ
せ
る

の
に
役
立
つ
ば
か
り
で
な
く
、
財
布
に

結
び
つ
け
て
お
く
と
「
ス
リ
」
被
害
の

防
止
に
も
利
用
で
き
、
特
に
女
性
の
夜

間
の
外
出
や
お
そ
く
な
っ
て
の
帰
宅
に

は
音
の
ボ
デ
ー
ガ
ー
ド
と
し
て
効
果
が

あ
り
ま
す
。

な
お
現
品
は
家
庭
電
気
器
具
販
売
店

で
市
販
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

童
戊
Ｕ
ｎ
目
途
べ
専
ミ
於
Ｕ
治
べ
べ
べ
べ
き
等
べ
八
褒
バ
ぶ
Ｓ
載
達
ｕ
Ｓ
漣
等
Ｖ
違
Ｓ
な
さ
遵
Ｖ
Ｓ
八
Ｙ
ｄ
哉
拾
Ｓ
ｎ
只
入
更
衣
Ｓ
＄
Ⅸ
ま
薄
試
於
べ
捻
罠
態
Ⅸ
領
分
Ｖ
Ｒ
を
箋
蛍
於
ざ
几
Ｖ
ぶ
音
ざ
ざ

つ
つ
し
ん
で
お
く
や
み

も
う
し
あ
げ
ま
す

つ
ぎ
の
方
か
ら
香
典
返
し
・
献
血
の

お
礼
返
し
に
か
え
多
額
の
舎
ｍ
を
社
会

福
祉
協
議
会
に
ど
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。

・
こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
故
人
の
ど
め
い
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

故
柴
田
靖
様
（
古
賀
村
）
柴
田
ミ
ヤ

子
様
、
故
矢
野
シ
マ
樺
（
猪
熊
）
矢
野

繁
美
様
、
故
土
師
康
雄
様
（
猪
熊
）
土

師
春
生
棟
、
故
森
田
邦
雄
様
（
頃
末
）

森
田
正
様
、
故
川
上
カ
メ
ヨ
棟
（
吉
田

ノ
こ
　
川
上
実
様
、
故
松
本
寅
大
様

（
頃
未
）
松
本
大
次
郎
様

・
献
血
お
礼
返
し
と
し
て

助
借
健
次
様
（
中
央
区
）


